
平成30年7月豪雨では 
社会資本ストックが整備 
効果を発揮。 
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岡山県の旭川放水路分流部の上流側に位置する下牧水位観測所では氾濫危険
水位を超過。 

7月6日には、分流部の「一の荒手」を越流し、洪水を放水路へ分派。最大で分

流前4,500m3/sのうち、1,300m3/sを放水路へ分流したことによって、旭川の水位を1.5ｍ
低下させた。 
今回の洪水では、旭川放水路が無かった場合、岡山市街地の約450ha及び約5,050戸
の家屋の浸水被害が発生するおそれがあったが、洪水を分流したことによって、旭川の
水位を約1.5m低下させ、洪水を安全に流下させた。 

記 憶 
～平成３０年７月豪雨と復旧への記憶～ 

【今回の洪水による旭川放水路が無かった場合の浸水想定区域】 

放水路が無かった場合の浸水被害の比較 

一の荒手（分流部） 

↑百間川 

旭川 

：0.5m未満の区域 
：0.5～1.0m未満の区域 
：1.0～2.0m未満の区域 
：2.0～5.0m未満の区域 
：5.0m以上の区域 

旭川放水路（百間川） 分流状況（7/6(金）） 
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記 憶 
～平成３０年７月豪雨と復旧への記憶～ 

【広島県安芸郡熊野町】 
広島県安芸郡熊野町の滝ヶ谷川における土石流・流木を補捉 

砂防堰堤 

土石流 

堰堤の緒元 
 堤高=8.8m 堤長=52.3m 
 昭和32年3月竣工 

広島県東広島市八本松正力の清瀧川砂防堰堤 

砂防堰堤が土石流・流木を捕捉 

土石流 

堰堤の緒元 
 堤高=14.0m 堤長=66.0m 
 平成3年2月竣工 

広島県安芸郡熊野町の滝ヶ谷川砂防堰堤 

7月15日 砂防ボランティア 広島県協会 提供 

7月14日 アジア航測株式会社 撮影 7月16日 (一財)砂防・地すべり技術センター 撮影 
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記 憶 
～平成３０年７月豪雨と復旧への記憶～ 

天応西IC 

呉IC 

大屋橋北詰 

広島呉道路 

新幹線 
東広島駅 

山陽道 

呉市中心部 

しもみながふくもと 

下三永福本IC 

  阿賀IC 

   たかや    

高屋JCT・IC 

  広島IC 

坂北IC 

仁保IC 

新幹線 
広島駅 

仁保JCT 

小屋浦橋北詰 
小屋浦橋 

ナフコ周辺 

坂南IC 

呉ポートピア 

広町 

発着：広島（広島ＢＣ）、呉市広付近（阿賀ＩＣ） 
７月１８日、８月２１日に実施したプローブカー調査による所要時間 
国道３１号経由については、一般道、都市高速（宇品～仁保）、広島呉道路（仁保～坂北）、国道３１号を利用 
東広島呉道路経由については一般道、山陽道、東広島呉道路を利用 
３ｈは6:00～9:00の３時間 

広島市中心部 
広島BC 【国道３１号経由】 

【国道３１号経由】 

【東広島呉道路・山陽道経由】 

広駅 
呉市広方面の所要時間 
8/21（火）朝 １時間１８分 

【東広島呉道路経由】 

呉市広方面の所要時間 
8/21（火）朝 ２時間１３分 

広島方面の所要時間 
8/21（火）朝 １時間２２分 

広島方面の所要時間 
8/21（火）朝 １時間２４分 

東広島呉道路 
（黒瀬IC～馬木IC） 
7/3(火) 約3,570台/3h 
8/21(火) 約4,266台/3h 

国道31号 
（小屋浦橋周辺） 
7/13(金) 約3,560台/3h 
8/21(火) 約4,660台/3h 

東広島呉道路の交通量が1.2倍
に増加 

広島方面へは、国道31号を経由した場
合と同程度の所要時間で移動が可能 

呉市広方面への所要時間は、国道31号を経由した場合より約1時間の短縮 

国道375号級峡トンネル下 
上段原橋 

8月18日通行止め解除 

広島-呉間の広域迂回路として東広島呉道路・山陽道を活用。 
広島呉道路通行止め期間中は東広島呉道路の交通量が１.２倍に増加。 
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東西の大動脈である山陽道が通行止めとなったが、被災後は補完する２ルート（中国道
及び山陰道）により広域交通の機能を確保（中国道は被災箇所を一部対面通行にするこ
とにより早期に通行止めを解除） 

山陽道（志和～広島東） 

中国道（北房～新居） 
対面通行により、早期に通行止めを解除 

【山陽道・中国道・山陰道の交通量推移】 

記 憶 
～平成３０年７月豪雨と復旧への記憶～ 

高速道路 
国道 
通行止め区間（7/14時点） 
通行止め解除済み区間 
   （7/17 15時 時点） 
土砂等流入 
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